
　

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

毎
日
の
よ
う
に
厳
し
い
猛
暑
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
は
お
変
わ
り
な
く
お
元
気
で

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
夏
の

暑
さ
は
例
年
に
も
増
し
て
厳
し
く
、

熱
中
症
の
リ
ス
ク
も
非
常
に
高
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
決
し

て
無
理
を
な
さ
ら
ず
、
水
分
補
給

な
ど
を
心
が
け
な
が
ら
、
健
康
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

自
治
会
長
を
お
引
き
受
け
し
て

半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
役
員
や
班

長
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、

何
と
か
こ
こ
ま
で
務
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
日
頃
の
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
耐
震
問
題
と
担
い
手
の
確
保

　

一
月
の
総
会
で
は
、
中
之
条
公

会
堂
の
耐
震
性
の
問
題
と
、
自
治

会
役
員
を
円
滑
に
選
出
し
て
い
く

仕
組
み
づ
く
り
と
い
う
二
つ
の
課

題
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
前
者
に

つ
き
ま
し
て
は
、
回
覧
し
た
資
料

と
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

後
者
に
つ
い
て
も
来
年
度
総
会
に

提
案
す
べ
く
自
治
会
長
経
験
者
の

助
言
を
い
た
だ
き
、
四
役
会
で
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
取
組
に

あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
ご

意
見
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
防
災
に
関
す
る
取
り
組
み

　

役
員
会
で
は
、
消
火
設
備
や
備

品
の
点
検
、
除
雪
機
・
発
電
機
な

ど
の
点
検
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

い
ざ
と
い
う
時
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
通
報
の
模
擬
訓
練
や

役
員
間
の
連
絡
訓
練
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
５
月
に
は
消

防
団
の
ご
指
導
の
も
と
、
消
火
器

の
取
り
扱
い
を
は
じ
め
と
す
る
初

期
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
体
験
で
き
て
安
心

し
た
」
と
好
評
で
す
。
こ
う
し
た

訓
練
や
点
検
を
通
じ
て
、
「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
意
識
を
一
層
高
め
、

今
後
も
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
上
田
わ
っ
し
ょ
い
参
加

　

今
年
も
昨
年
に
続
き
、
「
上
田

わ
っ
し
ょ
い
」
に
参
加
い
た
し
ま

し
た
。
当
日
は
子
ど
も
た
ち
を
中

心
に
総
勢
二
百
十
二
名
が
集
ま
り
、

元
気
な
踊
り
と
弾
け
る
笑
顔
あ
ふ

れ
る
、
素
晴
ら
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
せ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域

住
民
の
絆
を
深
め
る
活
動
を
継
続

で
き
ま
す
の
も
、
皆
様
か
ら
の
温

か
い
ご
寄
付
と
ご
協
力
の
お
か
げ

と
、
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
一
声
か
け
て
支
え
合
う
地
域
へ

　
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
る

現
代
、
住
民
同
士
が
支
え
合
い
、

温
か
な
絆
を
感
じ
ら
れ
る
自
治
会

で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
役
員
負
担
や
未
加
入
で
も
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
現
状
か

ら
加
入
率
の
低
下
が
課
題
で
す
が
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
や
老
後
の
安

心
を
求
め
て
新
た
に
入
会
さ
れ
る

方
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
に
加
入
す
る
こ
と
で
、

防
災
や
見
守
り
、
環
境
美
化
な
ど
、

個
人
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
課
題

に
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
共
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
中
之
条
の

実
現
に
向
け
、
未
加
入
の
方
へ
気

軽
に
一
声
を
か
け
、
地
域
の
つ
な

が
り
の
輪
を
一
緒
に
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

早
い
も
の
で
公
民
館
長
に
就
任

し
て
半
年
が
過
ぎ
よ
う
し
て
い
ま

す
。

　

当
初
は
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
周
り

の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
何
と
か
此

処
ま
で
公
民
館
の
仕
事
を
、
全
う

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ

も
、
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
月
か
ら
四
月
は
、
会
議
や
、

各
種
書
類
の
作
成
提
出
、
選
挙
立

会
等
で
、
忙
し
く
過
ぎ
五
月
に
入

り
ニ
ユ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
、
ペ
タ
ン

ク
大
会
が
城
南
地
域
・
西
部
地
域

合
同
で
行
わ
れ
、
中
之
条
公
民
館

で
は
、
五
チ
ー
ム
二
十
一
名
が
参

加
し
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。
「
小
さ
な
お
子
様
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
が
、
同
じ
チ
ー
ム
で
他

チ
ー
ム
と
、
戦
へ
て
楽
し
か
っ
た

で
す
」　

「
他
地
域
の
方
々
と
交

流
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

六
月
六
日
に
は
、「
子
供
ま
ん
な

か
社
会
学
習
」を
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
主
題　

「
子
供
の
成
長
と
大
人
の
役
割
」

　

上
田
市
教
育
委
員
会
の
龍
野
武

利
さ
ん
を
、
講
師
に
お
迎
え
し
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
代
の
子
供
と
の
接
し
方
や
寄

り
添
い
方
な
ど
大
変
興
味
の
あ
る

内
容
で
た
め
に
な
る
時
間
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
し
た

　

八
月
一
五
日
に
は
【
中
之
条
夏

祭
り
】
を
、
開
催
予
定
で
す
。
皆

様
の
御
来
場
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

★
前
期
活
動
概
要
★

・
一
月　

公
民
館
総
会

・
例
月　

運
営
委
員
会

・
五
月　

城
南
地
域
・
西
部
地
域

合
同
ペ
タ
ン
ク
大
会

・
六
月　

子
供
ま
ん
な
か
社
会
学

習
事
業

　
　
　
　

球
技
大
会
（
中
止
）

・
七
月　

上
田
わ
っ
し
ょ
い
参
加

☆
今
後
の
活
動
予
定
☆

・
八
月　

中
之
条
夏
祭
り

・
十
月　

人
権
同
和
懇
談
会

・
十
一
月　

公
民
館
各
部
活
動
報

告

・
十
二
月　

中
之
条
し
め
縄
作
り

教
室

　

八
月
以
降
も
行
事
が
目
白
押
し

に
行
わ
れ
ま
す
の
で
中
之
条
区
民

の
皆
様
の
ご
参
加
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

令
和
八
年
度
前
半
を
経
過
し
て

武
　
井
　
孝
　
夫

中
之
条
自
治
会
長

中
之
条
公
民
館 

令
和
八
年
度
上
半
期
活
動
報
告

柳
　
沢
　
進

公
民
館
長

第１８９号

中 之 条 自 治 会
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くく    

ずず

（１）第189号 中　之　条　自　治　会　報 令和8年8月15日（2026）



7B 8B　石原様借地6B 7B　城南公民館

生
活 環 境 部 活 動
★長野県推奨【ごみゼロ運動】 
　　　　　　　　ご協力ありがとうございました‼

5月17日(日)　AM8：00～ 自治会四役・各ブロック三役・生活環境部員　31名
　暑い中での作業となりましたが、無事に作業を進めていただきありがとうございました！

種別 個数  備考
空き缶 10個　 ビニール・

たばこの吸い殻
金属破片・
陶器破片etc

空きびん 4本
ペットボトル 9本
その他 5.8kg

生活環境部長　古田　春江

 令和8年8月15日（2026） 中　之　条　自　治　会　報 第189号（２）



中
之
条
育
成
会
会
長
　

小
宮
山
　
益
代

各回収場所の回収風景

3B 5B　中之条精穀所

1B 2B　城南児童公園
3B 4B　いしがい接骨院様前

回収状況見廻りでの癒された出来事
お一人で立会い当番をされている方がおられました。
Q：「お一人で大変じゃないですか？」
A：「どなたか分からないが、体調が悪いのではない
　　かと心配です。」と・・・
朝早い当番を嫌がる所か、他ブロックの誰かも
わからない方の心配をされる‼
なんて思いやりの心が深いのでしょう♡
朝からほっこりさせていただきました。

資源物回収状況
自治会の皆様には日頃から『資源物回収』への
ご協力ありがとうございます。
令和7年10月～令和8年3月期間中の資源回収促進交付金34,171円皆様の
ご協力のもとに、自治会運営費として活用させていただきます。
今後ともご協力をお願いいたします。

○
全
員
揃
っ
て
踊
り
の
練
習

（３）第189号 中　之　条　自　治　会　報 令和8年8月15日（2026）



防災意識を高める　自治会防災訓練を開催
数年ぶりの防災訓練を実施しました
～地域で支える初期消火と防災力の向上～
　令和8年5月23日（土）午前10時から正午ごろま
で、自治会四役、公民館四役および代表協議委員約
20名が参加し、地元消防団の皆様のご指導のもと、
防災訓練を実施しました。
　当自治会では数年ぶりの開催となりましたが、火
災発生時の対応方法や消火設備の使用方法について
学び、地域の防災力向上を図る貴重な機会となりま
した。
　近年、全国各地で大規模な自然災害や火災が発生
しており、「自分たちの地域は自分たちで守る」と
いう地域防災の重要性が改めて認識されています。
自治会や自主防災組織が行う防災訓練では、避難訓
練、初期消火訓練、消火栓操作訓練、安否確認訓練
などが実施されることが一般的です。特に火災発生
直後の初期対応は被害の拡大を防ぐうえで非常に重
要であり、消防署や消防団が到着するまでの数分間
の行動が大きな意味を持つとされています。
　今回の訓練では、住宅火災が発生した際の対応を
想定し、まず火災発見時の初動対応について説明を
受けました。周囲への知らせ方や消防署への通報、
住民の避難誘導など、発生直後に必要となる一連の
行動について確認しました。

　続いて、消火器の取り扱い訓練を行いました。消
防団員からは、「消火器は炎そのものではなく火元
の手前を狙い、徐々に火元へ近づけながら消火する
ことが効果的である」との説明がありました。いざ
という時に慌てないためには、実際に消火器に触れ、
操作方法を知っておくことが大切です。
　また、地域内に設置されている地上式および地下
式の消火栓について、その構造や使用方法について
説明を受けました。参加者は実際に器具を確認しな
がら、ホースの接続方法や放水までの手順を学びま
した。
　訓練では消火栓器具箱の確認も行われました。器
具箱内にはホースや管そうなどの消火栓器具が収納
されていますが、今回の説明の中で、ホースは自治
会負担により定期的な更新が必要であることや、日
頃から適切な維持管理を行う必要があることを改め
て確認しました。

★質疑応答では、参加者から実際の火災発生を想定し
た多くの質問が寄せられました。
特に、
てんぷら油から出火した場合の対応方法
火災発生時に地域へどのように周知するか
どの段階で消防署へ連絡するべきか
　といった質問があり、消防団から丁寧な説明をいた
だきました。
　てんぷら油火災については、水をかけると火災が拡
大する危険があるため、適切な方法で対応することの
重要性が説明されました。また、火災の規模にかかわ
らず、火災を発見した時点で速やかに119番通報を行
うこと、周囲へ大きな声で知らせることの大切さにつ
いても確認しました。

今回の訓練を通じて、改めて次のような点を学ぶことができました。
訓練で再確認したこと
•消火器は火元の手前を狙って使用すること
•消火栓器具箱内のホースは定期的な更新が必要であること
•消火栓は消防署や消防団が到着するまでの初期消火のため、
　地域住民も使用できること
•消火栓を使用する際には、道路上にホースを展張するため
　交通規制や安全確保が必要になること
•地域内には多くの消火栓や器具箱が設置されていること
•日頃から防災設備の場所を把握しておくことが重要であ
　ること

総務部長　吉池　英之

 令和8年8月15日（2026） 中　之　条　自　治　会　報 第189号（４）



ワ ン ポ イ ン ト 防 災
火災を発見
したら

119番へ
通報する

安全が確保できる
場合のみ

初期消火を行う

無理をせず
速やかに
避難する

大きな声で周囲に
知らせる

※天ぷら油火災には
　水をかけないよう
　にしましょう。

自
治
会
活
動
の
紹
介

【
上
田
わ
っ
し
ょ
い
】

　災害や火災はいつ発生するかわかりません。
しかし、日頃から訓練を重ね、設備や手順を
理解しておくことで、被害を最小限に抑える
ことができます。　今回参加した役員や委員
の皆さんも、「実際に器具に触れてみること
で、自分たちの地域の防災体制を改めて知る
ことができた」「消火栓の場所や使い方を学
ぶ良い機会になった」と話していました。
　自治会では今後も、地域の皆様が安心して
暮らせるまちづくりを目指し、防災活動に取
り組んでまいります。住民の皆様におかれま
しても、ご自宅周辺の消火栓や避難場所の位
置を確認していただくとともに、日頃から防
災への関心を持っていただければ幸いです。
　最後に、ご多忙の中、実践的で分かりやす
いご指導をいただきました消防団の皆様に、
心より感謝申し上げます。

★身近な防災設備を確認しましょう
今回の訓練では、私たちの地域に多くの消火栓や消火栓器具箱が設置されていることを改めて確認しました。
自宅付近の消火栓の場所は知っていますか？
消火栓器具箱の場所は分かりますか？
避難場所への経路は確認していますか？
日頃から確認しておくことが、いざという時の迅速な行動につながります。

ペ　タ　ン　ク　大　会ペ　タ　ン　ク　大　会
5月10日、新緑がまぶしい
季節の中で開催された
春の公民館活動
「ペタンク大会」は、
今年からニュー
スポーツ体験と
して取り入れ
られたことも
あり、初参加の
方も多く大いに
盛り上がりました。

ベテランの皆さんが初心者に投げ方を教え
る姿や、コートに響く応援の声に、地域の温
かさとつながりを改めて感じました。準備や
運営に尽力いただいた役員・ボランティア
の皆さまにも心より感謝申し上げます。
新緑の中、地域の絆がいっそう深まった行
事となりました。

消火器の使い方

（５）第189号 中　之　条　自　治　会　報 令和8年8月15日（2026）



　

本
号
で
は
、
日
々
地
域
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
皆
さ
ま
に
焦
点
を
当
て
て
特
集

を
組
み
ま
し
た
。 

環
境
美
化
の

た
め
に
汗
を
流
し
、
地
域
の
安
全

を
守
る
た
め
に
目
を
配
り
、
見
え

な
い
と
こ
ろ
で
支
え
て
く
だ
さ
る

多
く
の
方
々
の
存
在
が
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
ど
れ
ほ
ど
豊
か
に
し

て
い
る
か̶

̶

取
材
を
通
じ
て
改

め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い

る
方
々
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。」 

こ
の
一
文
の
と
お
り
、
皆
さ
ま
の

活
動
は
決
し
て
当
た
り
前
で
は
な

く
、
地
域
の
宝
で
す
。
広
報
誌
と

し
て
、
そ
の
思
い
と
姿
を
こ
れ
か

ら
も
丁
寧
に
伝
え
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
魅
力
や
人
の

温
か
さ
が
伝
わ
る
紙
面
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

期
待
く
だ
さ
い
。 

（
編
集
委
員　

吉
池
英
之
）
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４
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鈴
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　六月七日、土木部では、地域の環境整備活動の一
環として、城南公園内の花壇に夏季用の花苗の植え
付け作業を行いました。初夏を迎え、公園を利用さ
れる皆さまに気持ちよく過ごしていただけるよう、
毎年継続して実施している取り組みです。今年もふ
れあい協議会の皆さまにご参加いただき、子どもた
ちの姿も見られる、にぎやかで温かい雰囲気の作業
となりました。ふれあい協議会の皆さまには毎年ご
協力いただいており、地域活動を支える大きな力と
なっています。

　色合いや高さのバランスを考えながら配置を決め、
参加者同士で声を掛け合いながら、一つひとつ丁寧
に植え付けていきました。子どもたちも保護者と一
緒に苗を運んだり、土をならしたりと積極的に参加
し、地域活動に触れる良い経験となりました。

　当日は朝八時に集合し、土木部員とふれあい協議
会の皆さまを合わせて約三十名が参加しました。ま
ず花壇全体の土をほぐしながら苗を植えやすい状態
に整えました。今回植え付けた苗は、マリーゴール
ドや百日草など、夏の陽射しに強く、長く楽しめる
品種を中心に約百株ほどです。

城南公園花壇整備
土木部長　金子　厚志

　作業は一時間ほどで順調に進み、花壇全体が明る
く華やかな印象に生まれ変わりました。植えたばか
りの苗はまだ小さいものの、これからの成長が楽し
みで、参加者からも「きれいに咲くといいね」「水
やりも続けていきましょう」といった声が聞かれま
した。公園を訪れる地域の皆さまにも、季節の彩り
を感じていただけることと思います。
　今回の苗植えにご協力いただいた、ふれあい協議
会の皆さま、土木部の皆さま、そして子どもたちを
含む参加者の皆さまに心より感謝申し上げます。地
域の環境整備は、皆さまのご理解とご協力があって
こそ成り立つ大切な活動です。土木部では今後も城
南公園をはじめとした地域の美化と安全確保に努め
てまいりますので、引き続きご支援をお願いいたし
ます。
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